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〝
河
内
神
社
の
御
札
〟
と
〝
神
宮
大
麻
〟

お

ふ

だ

じ

ん

ぐ

う

た

い

ま

を
お
ま
つ
り
し
ま
し
ょ
う

皆
様
の
家
庭
の
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
！

身
近
で
生
活
を
見
守
る
地
元
の
氏
神
様
「
河
内
神
社
」
の
御
札
と

日
本
全
土
を
広
く
見
守
る
神
様
「
天
照
皇
大
神
」(

伊
勢
の

神
宮)

の
御
札

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

を
家
庭
に
お
ま
つ
り
し
ま
し
ょ
う
。

日
々
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
こ
と
に

感
謝
し
、
日
常
の
様
々
な
時
に
神
様

に
手
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
新
し

い
力
、
新
し
い
命
を
い
た
だ
く
た
め
、

御
札
・
御
守
は
新
し
く
取
り
替
え
ま
す
。
古
い
御
札
、
御
守
は
氏
神

お
ま
も
り

様
に
納
め
、
一
年
を
無
事
に
過
ご
せ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
し
ょ
う
。

御
札
・
御
守

は
河
内
神
社
で
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

な
ど

河
内
神

大
大
麻

２
０
０
０
円

社
限
定

携
行
御
守

各
５
０
０
円

伊
勢
の

神
宮
中
大
麻

１
２
０
０
円

交
通
安
全
御
守

５
０
０
円

小
大
麻

８
０
０
円

開
運
厄
除
御
守

５
０
０
円

河
内
神
社
中
御
札

１
０
０
０
円

合
格
御
守

５
０
０
円

御

札

５
０
０
円

健
康
長
寿
御
守

５
０
０
円

小
型
神
棚

１
０
０
０
円

良
縁
結
び
御
守

５
０
０
円

破
魔
矢(

大
中
小)

１
０
０
０
円
～

仕
事･

就
職･

金
運･

勝
守

は

ま

や

など

熊

手

(

大
中
小)

１
０
０
０
円
～

各
種
御
守

５
０
０
円

く

ま

で

さ
る
土
鈴

８
０
０
円
～

御

神

籤

１
０
０
円

お

み

く

じ

ほ
か

御
札
の
ま
つ
り
方

お

ふ

だ

(

手
前)

出
張
祈
願
祭
も
受
付

〔
家
庭
の
祈
願
祭
〕
地
鎮
祭(

新
築)

・
家
祓
い(

入
居)

・
上
棟
祭

じ

ち

ん

さ

い

や

ば

ら

な
ど

〔
団
体
の
祈
願
祭
〕
上
達
祈
願
・
商
売
繁
盛
・
安
全
祈
願
・
開
店
祭
な

ど

不
明
な
こ
と
や
日
時
、
式
次
第
な
ど
ご
相
談
、
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

横に並べる場合

重ねる場合

重
ね
る
場
合
、
手
前
か
ら
神
宮
、

河
内
神
社
、
崇
敬
す
る
神
社
の

御
札
の
順
に
お
ま
つ
り
し
ま
す
。

敬
神
婦
人
会
だ
よ
り
─

日
の
丸
の
小
旗
作
り
─

河
内

神
社

月

日
午
後
、
今
年
度
か
ら
始
め

11

24

た
「
日
の
丸
の
小
旗
作
り
」
。
８
名
の

参
加
で
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
全
国
敬

神
婦
人
連
合
会
（
北
白
川
慶
子
会
長
）

の
依
頼
で
、
会
か
ら
日
の
丸
の
紙
と
棒

が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
紙
の
端
に
薄
め

た
ボ
ン
ド
を
付
け
、
棒
に
巻
き
付
け
る

作
業
で
す
。
初
め
は
、
ボ
ン
ド
糊
が
あ

ち
こ
ち
付
く
や
ら
、
巻
い
た
箇
所
が
シ

ワ
に
な
る
や
ら
…
。
お
し
ゃ
べ
り
し
な

が
ら
ワ
イ
ワ
イ
作
業
す
る
う
ち
要
領
も
良
く
な
り
、
５
０
０
本
を
作

り
終
え
る
頃
に
は
、
き
れ
い
に
仕
上
が
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ず

ら
っ
と
並
べ
た
小
旗
を
見
な
が
ら
、
コ
ー
ヒ
ー
と
お
菓
子
で
さ
ら
に

お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
後
、
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
の
丸
の
小
旗
は
、
皇
居
で
の
新
年
一
般
参
賀
の
時
や
、
外

国
か
ら
の
お
客
様
を
迎
え
る
時
に
配
布
さ
れ
打
ち
振
ら
れ
ま
す
。
新

年
２
日
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
皇
居
の
一
般
参
賀
が
放
映
さ
れ
た
ら
、
あ

の
小
旗
の
中
に
私
達
が
作
っ
た
も
の
も
あ
る
！
と
思
っ
て
見
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

(

事
務
局

山
田
美
保
子)

お
正
月
の
準
備

毎
年

月

日
（
天
皇
誕
生
日
）
に
氏
子
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い

12

23

た
だ
き
、
河
内
神
社
の
新
春
を
迎
え
る

準
備
を
し
ま
す
。
そ
の
中
で
も
大
変
な

の
が
注
連
縄
作
り
と
門
松
作
り
で
す
。

し

め

な
わ

か
ど
ま
つ

注
連
縄
は
、
３
基
の
鳥
居
用
に
作
り

替
え
ま
す
。
餅
米
の
稲
藁
を
使
い
ま
す
。

わ
ら

地
区
内
の
農
家
に
依
頼
し
、
植
え
付
け

か
ら
準
備
し
て
も
ら
い
ま
す
。
５
～
６

人
で
協
力
し
て
綯
っ
て
い
き
ま
す
が
、

な

太
い
と
こ
ろ
で

㎝
ぐ
ら
い
に
な
り
、

20

熟
練
の
技
が
必
要
で
す
。

門
松
に
は
、
事
前
に
竹
を
切
り
出
し

ま
す
。
太
く
て
ま
っ
す
ぐ
な
も
の
を
見

つ
け
る
の
が
ひ
と
苦
労
、
道
ま
で
運
ぶ
の
も
大
変
で
す
。
先
を
揃
え

て
斜
め
に
切
り
、
拝
殿
の
正
面
両
脇
に
備
え
ま
す
。
飾
り
の
松
や
梅

な
ど
も
地
区
の
方
に
提
供
い
た
だ
き
、

葉
牡
丹
、
南
天
な
ど
を
加
え
作
り
上
げ

ま
す
。
役
員
さ
ん
を
は
じ
め
、
長
年
の

見
事
な
技
量
で
、
ほ
か
に
は
な
い
大
き

く
立
派
な
門
松
が
出
来
あ
が
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
御
守
や
破
魔
矢
の
授
与

所
の
テ
ン
ト
張
り
な
ど
、
多
く
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
正
月
を
迎
え
ま

す
。

(

宮
司

山
田
茂
雄)

上
河
内･

下
河
内･

上
小
深
川･

下
小
深
川･

藤
の
木･

河
内
南(

彩
が
丘)

の
氏
神
様

河
内
神
社
の
こ
よ
み
〔
平
成

年
〕

28

１
月
１
日(

祝)

午
前
９
時

歳
旦
祭

さ

い

た

ん

さ

い

２
月

日(

祝)

午
前

時

建
国
記
念
祭

11

10

３
月

日(

日)

午
後
２
時

稲
荷
神
社
大
祭

13

４
月

日(

日)

午
後
２
時

祈
年
祭
（
大
祭
）

き

ね

ん

さ

い

10

４
月

日(

祝)

午
前

時

河
内
忠
魂
社
慰
霊
祭

29

10

７
月
３
日(

日)

午
後
２
時

夏
祭
、
夏
越
大
祓
、
茅
輪
神
事

な

ご

し

の

お

お

は

ら

い

ち

の

わ

７
月

日(

日)

午
後
２
時

祇
園
祭(

御
旅
所
御
神
幸)

お

た

び

し

ょ

ご

し

ん

こ

う

17

８
月

日(

日)

午
後
７
時
半

献
灯
祭

こ
ろ

14
日
８
日(

土)

午
後
６
時
半

秋
祭
前
夜
祭(

神
楽
奉
納)

か

ぐ

ら

10
月
９
日(

日)

午
後
２
時

秋
祭
（
例
大
祭
）

10
月

日
前
後

七
五
三
祭

11

15
月

日(

日)

午
後
２
時

新
嘗
祭
（
大
祭
）

に

い

な

め

さ

い

12

11
月

日(

土)

午
後
６
時

除
夜
祭
（
大
祓
）

12

31

毎

朝

日
供
祭

に

っ

く

さ

い

毎
月
１
日
・

日

月
次
祭

つ

き

な

み

さ

い

15

日
供
祭･

月
次
祭
で
は
皆
様
の
日
々
の
ご
安
泰
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。
午
前

７
時
半

境
内
清
掃
が
す
ん
だ
後
、
執
り
行
い
ま
す
。
自
由
に
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

ころ

幸
せ
つ
な
が
る
河
内
神
社

河
内

神
社

○̍検
索

河
内
神
社
平
成

年
度
決
算
（

年
４
月
～

年
３
月
）

26

26

27

〔
繰
越
金
〕
百
七
十
四
万
三
千
円
／
〔
歳
入
〕
八
百
十
八
万
七
千
円
／
〔
歳
出
〕

六
百
五
十
七
万
五
千
円
／
〔
残
金
〕
三
百
三
十
五
万
四
千
円
。
〔
歳
入
の
主
な
も

の
〕
祈
祷
料
百
四
十
三
万
円
、
賽
銭
七
十
七
万
円
、
御
札･

御
守･

破
魔
矢
等
三
百

三
万
円
、
玉
串
料
百
四
十
八
万
円
、
初
穂
料･

祭
典
費
百
三
十
二
万
円
。
〔
歳
出
の

主
な
も
の
〕
祭
典
費
四
十
八
万
円
、
神
職
給
二
百
五
十
万
円
、
御
札･

御
守･

破
魔

矢
等
の
仕
入
百
三
十
万
円
、
会
議
費･

雑
費
等
百
三
万
円
、
教
化
費･

保
険･

負
担

金
等
六
十
八
万
円
。
〔
残
金
内
訳
〕
予
備
資
金
百
五
十
万
円
、
繰
越
金
百
八
十
五

万
円
。
決
算
報
告
は
、
毎
年
４
月
に
監
事
に
よ
り
監
査
を
受
け
、
氏
子
総
代
会
に

て
承
認
を
受
け
て
い
ま
す
。
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